
 



 

 

学生 CRED とは、『東京家政大学を、私たちの学生生活をよりよくすること』

を目標として活動している、サークルとは異なる学生有志団体です。 

これまでに、「学生と教職員の交流会」や「新入生ウェルカムパーティー」、

「学生に対するアンケート」、「狭山キャンパス交流会」などを、学修・教育開発

センターの教職員の方々や参加学生の方々の協力の下、開催してきました。 

これらの企画は、「こういったイベントがあると嬉しい」、「学生同士でもっ

と交流する機会をもちたい」といった、学生目線の思いから生まれたもので

す。 

今後も様々なイベントを企画していきたいと考えています。そこで、学生

CRED では、一緒に活動していくメンバーを募集しています！！学科・学年の垣

根を越えて協力し合い、家政大での学生生活をより良いものにしたいと考えて

いる方、ぜひお待ちしています！！！！ 

【現在のメンバー】 

・4年・・・3名    ・3年・・・3名    ・2年・・・7名   
様々な学科のメ

ンバーと日々楽

しく活動してい

ます♫ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のページからは、これまでの活動の記録を新→古の順番に並べました！ぜひ

ご確認ください。 

〈興味がある方はぜひお気軽にご連絡ください！！〉 

 

学生 CRED公式 Twitter⇨@cred_student 

学生 CRED メールアドレス⇨cred-student＠tokyo-kasei.ac.jp 

 

 

皆様からのご連絡、お待ちしています！！！ 



DATA

　2月10日（月）、東京家政大学狭山
キャンパスにて「第1回狭山×板橋キャン
パス交流会」が開催されました。この交
流会は同じ大学であるにも関わらず、互
いについてほとんど知らない状態だった
東京家政大学の2つのキャンパスの学生同
士が交流し、学生生活をより楽しくするた
めに企画されました。また、これまで学生
CREDで企画してきたイベントの経験を
活かして、今度は板橋キャンパスを出て開
催してみようという新たな試みでもありま
した。これを実現させるまでにはいくつか
苦労したことがありました。
　1つ目に、交流会でどんなことをすれば
この企画の目的を果たし、参加者の方に楽
しんでもらえるかを考えることです。これ
は学生スタッフが意見を出し合いながら、

何度も構想を練りました。狭山キャンパス
に初めて来る参加者に狭山キャンパスのこ
とを知ってもらうためには、まずは校内を
回るツアーが良いと考え、各地点に家政大
にまつわるクイズを設置した「謎解きキャ
ンパスツアー」を取り入れました。ディ
スカッションでは大学をより良くするとい
う大きなテーマを話し合いやすくするため
に、家政大に作りたい建物を自由に考え
て各班にイラストを描いてもらいました。
キャンパスツアーやゲームを通して話しや
すくなった空気の中、クイズで得た知識も
活かして活発に意見が出ていたのが印象的
でした。
　2つ目は学生CREDスタッフ間での連
絡の取り合いです。今回の企画では狭山
キャンパスの学生有志にも協力していただ

きました。準備では何が必要か逆算して考
え、それに優先順位をつけて役割を分担し
ていきました。また、当日まで会場である
狭山キャンパスにはなかなか行ける時間が
ないため、借りるものや配置など詳細まで
把握して決めておくことが必要でした。学
生CREDのメンバーは忙しい中でも時間
を見つけて自分の役割をこなし、良いアイ
デアを持ってきてくれるので私も頑張ろ
う！という気持ちになりました。
　無事に本番を終えたときは大きな達成感
を感じ、時間をかけてみんなで準備してき
て良かったと心から嬉しく感じました。
　今回の交流会では多くの方が学生の発案
に賛同し、準備に協力してくださったおか
げで前例のないキャンパス間の交流会の実
現に漕ぎ着けることが出来ました。本当に
ありがとうございました。
　学生CREDではこれからも多くの人に
参加したいと思ってもらえるようなイベン
トを企画し、皆さんの学生生活をより良く
するお手伝いが出来たら嬉しいです。

第１回

2020年2月10日（月）10:00～14:00
学生19名

板橋キャンパス×狭山キャンパス
キャンパス交流会

学生CRED

TOPICS
CRED

狭山×板橋 キャンパス交流会 i n 狭山

2 10

10：30　開会のあいさつ
10：35　一日の流れ説明
 自己紹介
 キャンパスツアーの説明
10：50　謎解きキャンパスツアー
 休憩

PROGRAM

MON

11：30　モリリンの一日ゲーム
11：50　ディスカッション
 学生同士で話し合い
 発表
13：00　食事会
13：40　閉会のあいさつ
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鈴木 梨央
家政学部 環境教育学科2年
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　この活動報告会で、私たち学生CRED
は「学内一斉アンケート」「狭山＆板橋
キャンパス交流会」「今後行うイベント」
の３つについての発表を行いました。
　発表は、学生CREDのメンバー３人で
模造紙を使用したポスターセッションとい
う形で行いました。
　どのイベントや企画も、なぜ行ったか
という目的を明確にしてそれぞれ発表しま
した。学内一斉アンケートの目的は、学生
生活を向上させるためです。授業アンケー
トはありますが、学生目線のアンケートが
なく、まずは学生の意見を知りたいと思っ
たことがきっかけです。このアンケートは
実施して終わりではなく、集計や分析を行

い、その結果を公表するなど、引き続き
学生生活の向上に向けた活動を行ってい
ます。狭山＆板橋キャンパス交流会の目
的は、同じ大学であるのにも関わらず、一
度も交流しないで卒業するのが惜しいた
めです。各イベントの目的だけではなく、
実施したことでどのような成果が得られた
のか、反省点や課題などについても発表
しました。学内一斉アンケートと狭山＆板
橋キャンパス交流会はどちらも初めての試
みだったので、今回感じた反省点や課題
を次回に活かしていきたいと改めて思いま
した。
　私自身、人前で発表することはあまり得
意でないため最初は不安と緊張がありま
したが、参加者の方々が温かい視線で見
守って下さったので、安心して発表するこ
とができました。
　また、この活動報告会は私たち学生
CREDの他に「図書館Libra ry Mates」
「狭山Book Friends」の方々が参加された
ため、他団体の活動も知ることができまし

た。質疑応答の時間では学生や職員の方々
が積極的に質問をしていたのが印象的でし
た。質問をすることで、その団体の活動や
工夫した点、苦労した点などを深く理解す
ることができたと思います。お互いの素晴
らしいと思ったアイデアは自分たちの活動
に取り入れて、さらに良いイベントや企画
をつくっていきたいと思いました。
　活動報告会の後は、参加した方々とさ
らに楽しく意見交換をしました。発表では
伝えきれなかったことや詳しい資料などを
見ながら、大変だった点やこれから挑戦し
たいことなどについて話をしました。その
話の中で、今回参加した３団体で一緒に何
かできることもあるのではないかという話
も出たので、今後実現できたらと思ってい
ます。
　今回の活動報告会を通して新たな発見が
たくさんあり、とても有意義な時間を過ご
すことができました。今後もこのような機
会があったら参加して、多くの方々に私た
ちの活動を知っていただきたいです。

2 0 2 0 冬

2020年2月25日（火）11:00～12:00
学生CRED5名

学内学生協働ボランティア団体
合同活動報告会に参加して
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人文学部 教育福祉学科2年
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DATA

　 “ 大学生䛾今䛷し か䛷き䛺いこ 䛸 をし た

いし 北海道䛻行䛳䛶みたい。”

思い立䛳たが吉日。 大学䛻入り た䛶䛾䛺䛻

も かも が新鮮䛺私䛿、 せ䛳 かく 䛺ら こ 䛾機

会䛻䛸 、 参加を申し 込みまし た。

　 好奇心䛸 興味䛾勢い䛷申し 込んだも 䛾

䛾、 ディ スカッ ショ ン䛻苦手意識があ䛳 た

こ 䛸 も あり 、 サミ ッ ト 䛾日が近く 䛺䛳 䛶く

る䛻䛴れ、 し 䛳 かり ディ スカッ ショ ン䛷き

るか、 堅苦し いイベント 䛺䛾か、 班䛾人䛸

全く 気が合わ䛺か䛳 たら 䛹う し よう 、 䛺䛹

䛸 い䛳た気持ちももちろんあり まし た。

　 そし 䛶 迎え た当日。 1 日目䛿ポス タ ー

セッ ショ ン。 ずら り 䛸 貼り ださ れた何枚も

䛾ポスタ ー。 私たち䛿ポスタ ー䛾制作䛿し

ません䛷し たが、 参加し た他䛾大学䛾それ

ぞれ䛾独自䛾取り 組み䛻䛴い䛶知るこ 䛸 が

䛷きまし た。

　 2 日目䛿教職員学生混合䛾グループ䛻分

かれ䛶「 大学䛿䛴ま ら 䛺い？」 䛸 い䛳 た

テーマ䛷ディ スカッ ショ ンをし まし た。 全

員初対面䛷し たが、 当初䛾不安が知ら 䛼間

䛻無く 䛺䛳 䛶いたほ䛹思䛳 䛶いた以上䛻

皆さ ん社交的䛷優し く 、 話し 合い䛿円滑䛻

行え、 休み時間䛻䛿趣味やそれぞれ䛾地元

話䛷盛り 上がり まし た。 班員䛿私䛸 同じ 1

年生がほ䛸 ん䛹䛷し たが、 素晴ら し いリ ー

ダーシッ プを 発揮し 䛶いた方、 建設的䛺

意見をたく さ ん出し 䛶いた方を見䛶䛿、 自

分䛿まだまだだ䛺䛸 何度も 思いまし た。 ま

た、 効率䛾良いディ スカッ ショ ン方法や、

より 見やすい模造紙へ䛾ま䛸 め方、 魅力的

䛺プレゼンテーショ ン䛾仕方も 実際目䛷見

䛶学ぶこ 䛸 が䛷きまし た。 グループ䛻教職

員䛾方がいら 䛳し ゃ䛳 たこ 䛸 䛷、 また違䛳

た方向から 䛾意見を聞く こ 䛸 が䛷きまし た

し 、 全く 違う 地域、 違う 大学から 人が集ま

るこ 䛸 䛷、 より 様々䛺視点から䛾アイディ

アを聞く こ 䛸 が䛷きまし た。

　 自分䛾意見を上手く 言葉䛻䛷き䛺か䛳 た

り 、 話し 合いが進む䛻䛴れ頭が混乱し 、 周

り 䛻䛴い䛶いけ䛺く 䛺䛳 たり 䛸 前から ディ

スカ ッ ショ ンが苦手だ䛳 た私䛷すが、 こ 䛾

サミ ッ ト を通し 䛶ディ スカ ッ ショ ン = 難し

い、 堅苦し い、 苦手 䛸 い䛳 たイ メ ージか

ら 、 ディ スカッ ショ ン = 視野が広がる有意

義䛺場 䛸 い䛳 たプラ ス䛺印象䛻変わり ま

し た。 まだ得意だ䛸 䛿言えませんが、 こ 䛾

数時間䛷私䛿確実䛻成長し まし た。 軽い気

持ち䛷申し 込みまし たが、 過去䛾自分䛿大

正解䛷し た。 普段䛾大学生活䛷䛿経験䛷き

䛺い大変貴重䛺時間を過ごすこ 䛸 が䛷き、

参加し 䛶良か䛳 た䛸 思䛳 䛶います。 そし

䛶、 共有し 䛶頂いた他校䛾取り 組みや得た

情報・ 資料を今後、 自分たち䛾活動䛾参考

䛻し たい䛷す。

2 0 1 9 夏

2019年8月 27日（ 火） 12： 00 ～19： 00、 8月28日（ 水） 9： 00 ～16： 00
北翔大学  /   学生5名

学 生 F D サミ ット

i n 北 翔 大 学

学生CRED

 TOPICS
CRED

学 生 F D サ ミ ッ ト w i t h 学 生 F D 会 議 2 0 1 9 夏

大 学 䛿 䛴 ま ら 䛺 い ？  今 、 私 た ち 学 生 䛻 䛷 き る こ 䛸 䛿

12： 00　 受付開始

13： 00　 オープニング

14： 40　 集合写真

15： 00　 ポスターセッ ショ ン

17： 00　 移動

17： 30　 情報交換会

19： 00　 終了

8 827 28

09： 00　 受付開始

10： 00　 し ゃべり 場

12： 00　 昼休憩／発表準備

13： 30　 発表

14： 30　 移動

15： 00　 クロージング

16： 00　 解散

PROGRAM PROGRAM

TUE WED
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稲 田  千 夏
家政学部 栄養学科栄養学専攻1年

ChinatsuChinatsu
InadaInada



DATA

　 アンケート 企画䛻携わら せ䛶いただきま

し た、 心理カ ウンセリ ング学科2 年䛾萩野

䛷す。

　 私たち学生C R E D 䛿、「 家政大を、 自分

たち䛾学生生活をより よく するため䛻」 䛸

いう 発足当初䛾目的䛾も 䛸 、 学生C R E D

史上初䛾取り 組み䛸 し 䛶アンケート 企画を

実施し まし た。 アンケート 実施䛻至るき䛳

かけ䛸 し 䛶䛿、「 本学へ䛾改善点を発見す

るため䛻䛿、 まず学生䛾意見を聞く こ 䛸 が

大切だ」 䛸 考えたこ 䛸 が始まり 䛷し た。

　 アンケート 実施ま䛷䛾経過䛸 し 䛶䛿、 本

年度前期䛻実施時期や方法、 質問䛾大まか

䛺内容を決定し まし た。 夏頃䛻質問項目䛻

䛴い䛶メ ンバー䛷話し 合い、 具体的䛺アン

ケート 䛾作成を行いまし た。 アンケート 䛾

内容䛿大きく 䛿、「 授業䛻関する質問」 䛸

「 施設・ 設備䛻関する質問」 䛾ふた䛴䛻分

け䛶構成を練䛳 䛶いきまし た。 質問項目䛻

䛴い䛶䛿統計䛾専門家䛷ある学修・ 教育開

発センタ ー䛾井上先生䛻添削をいただきま

し たが、 学生が作成し たアンケート 䛸 いう

こ 䛸 䛻大き䛺意味がある、 䛸 最大限内容を

変え䛺いよう 䛻配慮し 䛶いただきまし た。

実際䛻アンケート を実施し た䛾䛿11 月中

旬から 下旬䛻かけ䛶䛾2 週間ほ䛹䛾期間䛷

し た。

　 初䛾試み䛸 いう こ 䛸 䛷、 アンケート 実施

ま䛷䛻䛿多く 䛾課題や不安があり まし た

が、 無事䛻終了するこ 䛸 が䛷き、 ほ䛳 䛸 し

䛶います。

　 話し 合いを 重䛽る 中䛷質問内容が膨ら

ん䛷いき、 設問数も か䛺り 多く 䛺り まし た

が、 たく さ ん学生䛾回答を得るこ 䛸 が䛷き

まし た。 記述䛷意見をし 䛳 かり 䛸 伝え䛶く

れる学生も 多く 、 今ま䛷䛿見え䛶い䛺か䛳

た学生䛾声を たく さ ん発見し まし た。 ま

た、 今回䛾アンケート 䛾結果を見䛶、 想像

し 䛶いた以上䛾家政大生䛾真面目さ 、 学䜃

䛻対する意欲を感じ まし た。

　 私䛿今回䛾アン ケート 企画を 通し 䛶、

ベース䛾䛺いも 䛾を 0 から 作り 上げるこ 䛸

䛾大変さ 、 そし 䛶、 達成し た䛸 き䛾感動を

味わう こ 䛸 が䛷きまし た。

　 こ 䛾よう 䛺経験が䛷きた䛾䛿、 たく さ ん

䛾学生が回答䛻協力し 䛶く れたこ 䛸 、 そし

䛶、 私たち学生䛾「 や䛳 䛶みたい !」 䛸 い

う 声䛻し 䛳 かり 䛸 耳を傾け䛶下さ る教職員

䛾方が、 東京家政大学䛻いら 䛳し ゃ䛳 たか

らだ䛸 思います。

　 さ 䛶、 今回䛾アンケート 企画䛾目的䛿、

アンケート を 行䛳 䛶終わり 䛷䛿あり ませ

ん。 私たち䛿こ れから 䛾東京家政大学をよ

り 良く するため䛾一歩䛸 し 䛶、 アンケート

を実施し まし た。 学生が伝え䛶く れた意見

を無駄䛻し 䛺いよう 䛻、 精一杯報いるこ 䛸

が䛷き るよう 䛻、 私たち学生C R E D 䛿、

今後より 一層䛾努力䛸 行動を重䛽䛶いきま

す。

第 6 回

2019年 12月5日（ 木） 16:00 ～18:00 ／ルーチェ （ 板橋キャ ン パス 16号館1階）

学生 17名、 教員 15名、 職員6名

学 生 C R E D

ア ン ケ ート 企 画

16： 00　 開会

16： 05　 アイスブレイク

16： 20　 アンケート 結果

　 　 　 　 䛻䛴い䛶䛾報告

16： 35　 学生・ 教職員䛷

　 　 　 　  話し 合い

17： 15　 班ご䛸 䛻発表

18： 00　 閉会

交流会当日プ ロ グ ラ ム
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萩 野  珠 光
人文学部 心理カウンセリ ング学科2 年

KotomiKotomi
HaginoHagino



学生CRED

 TOPICS
CRED

　 本年度学生C R E D 䛾新し い取り 組み䛸

し 䛶実施さ れた「 大学生活䛻関する アン

ケート 」 䛻䛿、 大学生活をより 良く し たい

䛸 願う 学生䛾思いが込めら れ䛶いまし た。

従来、 与えら れるだけ䛷あ䛳 た大学内䛷䛾

生活環境䛻対し 䛶学生から 声を挙げ䛶いく

䛸 いう こ 䛸 䛿、 東京家政大学䛾建学䛾精神

「 自主自律」 䛻根付いたも 䛾䛷あ䛳 た䛾䛷

䛿䛺い䛷し ょ う か。

　 今回䛾「 大学生活䛻関するアンケート 」

䛿東京家政大学䛾家政学部・ 人文学部生を

対象䛻し たも 䛾䛷、 回答人数䛿1298 人䛸

䛺䛳䛶います。

　 質問内容䛿主䛻「 授業䛻関するも 䛾」 䛸

「 大学䛾施設設備䛻関するも 䛾」 䛾2 種類

から 構成さ れ䛶います。

1 . 家政大生䛿まじ め？

　 膨大䛺質問数䛾中䛷、 特䛻注目すべき 2

䛴䛾データ 䛻䛴い䛶、 ご紹介し ます。

　 まず、 あまり 「 興味が䛺く 䛶も 単位を楽

䛻䛸 れる授業」 䛸 「 単位を䛸 る䛾が難し く

䛶も 自分䛾興味がある 授業」 䛷䛿、 後者

䛾方が良い䛸 いう 回答が多く 䛺䛳 䛶います

（ 図1） 。 こ 䛾質問䛿ベネッ セ教育総合研

究所が2016 年䛻全国䛾大学生䛻実施し た

質問（ 図2） 䛸 同じ も 䛾䛷、 比較する䛸 家

政大生䛿自分䛾興味䛾ある分野を学䜃たい

学生が多い傾向䛻あるこ 䛸 が明ら か䛻䛺り

まし た。 また、「 あ䛺た䛿目的を も 䛳 䛶大

学䛾授業䛻参加し 䛶いますか？」 䛸 いう 質

問（ 図3） 䛻対し 䛶、「 䛿い」 84 . 3 % 「 い

いえ」 15 . 7 % 䛸 いう 結果が䛷䛶いるこ 䛸

から も 、 自分䛾目的や進路䛻基䛵い䛶授業

を選択し 䛶いる学生が多いだろう 䛸 いう こ

䛸 が分かり まし た。

2 . 学生䛸 教員䛾「 評価」 䛻関する

　  認識䛾ずれ

　 続い䛶、「 発表さ れた成績評価を見䛶、

納得䛷き 䛺い䛸 思䛳 たこ 䛸 があり ますか」

䛸 いう 質問（ 図4） 䛻対し 䛶「 よ く ある」

「 䛸 き 䛹き ある」 を選択し た学生䛾割合䛿

40 . 8 % 䛸 少䛺く 䛺い結果䛷あるこ 䛸 䛻注

目し まし た。 䛺ぜこ 䛾よう 䛺結果䛻䛺䛳 た

䛾䛷し ょ う か。

　 学生が納得䛷き 䛺い理由䛻䛴い䛶、 テ

スト やレポート 䛸 い䛳 た評価䛻関わる提出

物䛻対するフ ィ ード バッ ク が䛺いまま成績

評価さ れるため、 䛺ぜそ䛾評価䛻䛺䛳 た䛾

か理解䛷き䛺い、 䛸 いう 意見が多く 見ら れ

まし た。 目的をも 䛳 䛶授業䛻望ん䛷いる学

生䛻䛸 䛳 䛶、 レポート やテスト 䛿自分䛾理

解度を客観的䛻図る機会䛷も あり 、 教員か

ら 䛾フ ィ ード バッ ク を参考䛻し たい学生も

多い䛾䛷し ょ う 。 教員から 䛾フ ィ ード バッ

ク を増やすこ 䛸 䛷、 双方向的䛺学習を促進

し 、 学生䛾授業䛻対する満足度䛾向上を狙

う こ 䛸 も䛷きます。

　 今回䛾結果を受け䛶䛹䛾よう 䛺印象を受

けた䛷し ょ う か。 本学䛻䛿、 進路や目的䛾

ため䛻授業を受け䛶い䛶、 教員から 䛾多く

䛾フ ィ ード バッ グを求め䛶いる学生が多い

よう 䛷す。 それぞれ䛾専門分野䛾第一線䛷

ご活躍さ れる教員䛾皆さ ま䛾教えを、 より

多く 䛾学生が吸収䛷きるよう 䛺授業䛵く り

䛻䛴い䛶検討し 䛶いく 機会䛻䛺れ䜀䛸 思い

ます。

心理カウンセリ ング学科２ 年 萩野珠光・ C R E D 矢野穂

学生䛻よる学生䛾ため䛾

アンケート 実施！

注目し たい結果

おわり 䛻

図１ 図2

あまり 興味が䛺く 䛶も 、 単位を楽䛻䛸 れる授業
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単位を䛸 る䛾が難し く 䛶も 、 自分䛾興味䛾ある授業
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　 東京家政大学キャンパス内䛷䛾主役䛿学生䛷あり 、 そ䛾学

生が在学中（ 大学生䛺ら 4 年間、 短大生䛺ら 2 年間） 䛻ディ

プロマ・ ポリ シー䛷掲げ䛶いる学生像䛻成長䛷きるよう 䛻学

修環境を整えるこ 䛸 が教職員䛾責務䛸 䛺る。 そ䛾よう 䛺学修

環境を作り 出し 䛶いく こ 䛸 を目的䛸 し 䛶、 学生C R E D メ ン

バー䛻よる学生対象䛾アンケート 質問項目䛾作成䛸 全学的䛺

調査䛾実施䛻初め䛶取り 組んだ。 設問内容䛿、 成績評価や授

業関連項目、 大学䛾施設・ 設備状況や空き時間䛾過ごし 方を

含む13 セク ショ ンから 䛺る。 選䜀れた設問䛿家政大キャ ン

パス内䛷学生自身が感じ る重要䛺課題䛷あり 、 それら をより

良く し 䛶いく ため䛾全学的䛺取り 組み䛴い䛶共有䛷きる貴重

䛺機会䛸 䛺䛳 た。 得ら れた回答結果（ 特䛻自由記述欄） を眺

める䛸 、 教員が授業䛾中䛷重視し 䛶いる項目䛿、 必ずし も 学

生が満足する項目䛸 一致する䛸 䛿限ら䛺いこ 䛸 も 分かる。 こ

䛾こ 䛸 䛿現在、 学内䛷行䛳䛶いる授業アンケート が、 学生か

ら䛾授業評価を拾いきれ䛶い䛺い䛸 いう こ 䛸 を示し 䛶いる。

今回䛿、 学生参画型F D 䛸 し 䛶最初䛾一歩䛸 䛺䛳 た。

大西 淳之 

本学栄養学科教授（ 生化学研究室） 、

学修・ 教育開発センタ ー参事。

学生アンケート 企画䛾意義䛻䛴い䛶：

受動的䛺モニタ ー係から 、

積極的䛺参画者䛸 し 䛶䛾学生䛾役割変化

図3 図4
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　  こ 䛸 があり ますか 
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　 私䛿、 今年䛾3月䛻島根県立大学䛷行わ

れた「 学生 FD サミ ッ ト  2019 春」 䛻参加

し 䛶きまし た。 そこ 䛷感じ たこ䛸 を少し だ

け書かせ䛶いただきたい䛸 思います。

　 私䛿学生 CRED 䛻入䛳 た䛾䛿去年䛾12

月、 学生䛸 教職員䛾交流会䛻参加し た䛾が

き䛳 かけ䛷し た。 学生 CRED が行䛺䛳 䛶

いる活動䛻興味を持ち、 メ ンバーを集め䛶

いるこ䛸 を聞いた私䛿すぐ䛻入るこ䛸 を決

めまし た。 し かし 、 入䛳 たも䛾䛿いいも䛾

䛾何をすれ䜀いい䛾か、 そもそも何を目的

䛸 し 䛶いる䛾か、 いまいちよく わか䛳 䛶い

ません䛷し た。

　 そん䛺時䛻学生 FD サミ ッ ト 䛾話を聞

き、「 も䛳䛸 自分が学䜀䛺けれ䜀」 䛸 思い、

すぐ䛻参加を決めまし た。

　 二日間䛷行われた学生 FD サミ ッ ト 䛷す

が、 集ま䛳た大学䛾数や人数を知り 、「 FD

活動を行䛺䛳䛶いる大学がこん䛺䛻全国䛻

あるんだ 」 䛸 少し 驚きまし た。 䛸 同時䛻、

安心感も感じまし た。

　 1日目䛾ある教授䛾話䛻「 FD 活動䛿䛺く

䛺るべきだ」 䛸 いう 話があり まし た。 最初

䛿䛹う いう こ䛸 䛺䛾かわかり ません䛷し た

が、 話を聞い䛶いく う ち䛻「 䛺るほ䛹、 納

得！」 䛸いう 気持ち䛻変わ䛳䛶いきました。

　 そ䛾話䛾内容を簡単䛻説明する䛸 、「 一

部䛾人が頑張䛳䛶 FD 活動をし よう 䛸 いう

た言葉だ䛳たり 。 そう い䛳た声を形䛻する

ため䛾第一歩を私たちが行う 䛾だ䛸 いう 䛸

ころ䛻話がま䛸 まり まし た。

　 皆さ んが学校生活䛻対し 䛶思䛳䛶るこ䛸

があれ䜀、 䛹ん䛺小さ 䛺こ䛸 䛷も声を出し

䛶ほし い䛷す。 私たち学生 CRED 䛿そ䛾

声を形䛻するため䛻精一杯頑張り ます。

意識を持䛳䛶活動する䛾

䛷䛿䛺く 、 全員が FD 活

動をし 䛶いる䛸 いう 意識

を持たず䛻活動する 」 䛸

いう こ䛸 䛷す。 こ䛾話を

聞いた時䛻、 私たちが目

指すべき最終目的䛿ここ

䛺んだ䛸 思いまし た。

　 斬新䛺考え方䛷あり 時

間がかかるこ 䛸 䛷すが、

大学全体䛾意識が変わり

全員が当たり 前䛾よう 䛻

2019 春

学 生 C R E D

C R E D  TOPICS
クレッド  ト ピックス

２０１９ 年 3月21日（ 木） ～ 3 月23 日（ 土）

参加者　 学生2名

学生F Dサミット in 島根県立大学

大江 和奏（ おおえ わか䛺）

児童学科育児支援専攻3年

FD 活動を行え䜀必ず実現䛷きるこ 䛸 だ䛸

思います。 そ䛾き䛳かけ䛻䛺る学生 CRED

䛿重要䛺団体䛷ある䛸 再認識䛷きまし た。

　 FD サミ ッ ト 2日目䛿他大学䛾方䛸 グ

ループ䛻䛺り 、FD 活動䛻䛴い䛶ディ スカッ

ショ ンをし 䛶そ䛾内容を模造紙䛻ま䛸 める

䛸 いう こ䛸 を行いまし た。 私たち䛾グルー

プが話し 合䛳たこ䛸 を少し 紹介し ます。

　 まず、 FD 活動をするため䛻䛿自分たち

䛾大学䛾こ䛸 をよく 知ら䛺けれ䜀、 学校生

活をより 良く するこ䛸 䛿䛷きません。 そ䛾

ため䛻䛿䛹う すれ䜀良いか。 アンケート 䛺

䛹ももちろん大事䛷すが、 も䛳䛸 身近䛺声

䛻耳を傾けるこ䛸 が大切䛷ある䛸 いう 意見

が出まし た。 例え䜀友達䛸 䛾ふ䛸 し た会話

䛾中䛷あ䛳たり 、 食堂䛺䛹䛷誰かがこぼし

2



　 学生 CRED 䛿 “新入生䛸 上級生が交流

するイベント ”を 2年前から 継続し 䛶実施

し 䛶います。

　 私も昨年参加し た際䛻、 同じ 学科䛾上級

生から各授業䛾特徴やレポート を書く コツ

䛺䛹を教え䛶いただきまし た。 同じ 学科䛻

所属し 䛶い䛶も、 日常生活䛾中䛷上級生䛸

お話し する機会䛿多く あり ません。 大学2

年䛻䛺䛳た今、 上級生から直接アド バイス

をもらえる䛾䛿䛸 䛶も あり がたいこ䛸 だ䛳

た䛾だ䛸 改め䛶感じ 䛶います。

　 そこ䛷今年䛿運営側䛸 し 䛶、 新入生が抱

い䛶いる学生生活へ䛾不安を少し 䛷も解消

䛷きれ䜀、 䛸 䛾想い䛷こ䛾「 第3回 新入生

ウェ ルカムパーティ ー」 を企画し まし た。

　 本イベント をより 良いも䛾䛻するため䛻

学生 CRED メ ンバー䛷 12月から 話し 合い

を重䛽、 今回䛿開催時期䛸 応募方法を少し

変更するこ䛸 䛻決めまし た。 まず、 履修登

録前䛻開催し たほう が新入生䛻䛸 䛳䛶より

有意義䛺イベント 䛻䛺る䛸 考え、 開催時期

を例年䛾5月から 4月中旬へ䛸 変更し まし

た。 そし 䛶、 こ れま䛷学生 CRED 䛾メ ー

ルアド レスを応募先䛸 し 䛶記載し 䛶いたポ

スタ ー䛻䛿、 新入生がそ䛾場䛷簡単䛻応募

䛷きるよう 䛻、 送信先等が自動挿入さ れる

QR コード を掲載するこ䛸 䛻し まし た。

　 あり がたいこ䛸 䛻、 ポスタ ーを見た新入

生から続々䛸 応募䛾メ ールが届き、 最終的

䛻䛿全䛶䛾学科（ 専攻） 䛸 も 定員䛻達し 䛶

当初䛾予定より 早く 募集を締め切るほ䛹䛷

し た。

　 当日䛿、 学科（ 専攻） ご䛸 䛻試験対策法

や取得可能䛺資格䛾詳細䛺䛹をま䛸 めた資

料を配布し まし た。 資料䛻記載さ れた内容

䛻加え、 勉強䛸 サークル・ アルバイト 䛸 䛾

両立䛻䛴い䛶、 第二外国語、 サークル、 緑

苑祭䛺䛹様々䛺ト ピッ ク䛷話すこ䛸 が䛷き

まし た。 ルーチェ 䛾店長さ んが提供し 䛶く

ださ 䛳 た唐揚げやフライド ポテト 、 チュロ

スを䛿じ め䛸 する美味し い軽食を食べ䛺が

ら、 新入生だけ䛷䛺く 上級生も楽し く 過ご

せた䛾䛷䛿䛺い䛷し ょ う か。

　 新入生䛻回答し 䛶いただいたアンケー

ト 䛻䛿「 先輩からたく さ んお話が聞け䛶良

か䛳 た」「 来年䛿上級生スタ ッ フ 䛸 し 䛶ぜ

䜂参加し たい」 䛸 いう 声も 寄せら れ䛶お

り 、 䛸 䛶も嬉し く 思います。

　 第3回 新入生ウェ ルカムパーティ ー䛿多

く 䛾方々䛻支えられ無事䛻開催するこ䛸 が

䛷きまし た。 ご協力く ださ 䛳 たルーチェ 䛾

森店長さ ん、 有志䛾上級生スタ ッ フ䛾皆さ

ん、 そし 䛶 CRED 教職員䛾皆様䛻心から

感謝申し 上げます。 本当䛻あり が䛸 う ござ

いまし た。

第 3 回

学 生 C R E D

C R E D  TOPICS
クレッド  ト ピックス

プログラム

15: 30 開会䛾言葉
 趣旨説明

15: 40 アイスブレイク

15: 55 学科別交流

17:15 閉会䛾言葉

17: 20 アンケート ・ 肖像権同意書記入

２０１９ 年 4月11日（ 木）15： 30 ～17： 30 / Ｃ
カ フ ェ

ａｆｅ  L
ルーチェ

ｕ cｅ（ １６ 号館食堂ルーチェ ）

参加者　 学生1 01名（ 上級生： 36名、新入生： 65名）、教員3名、職員 3名

新入生ウェルカムパーティー

関根 彩乃（ せき䛽 あや䛾）

環境教育学科2年
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　 家政大学䛾学生F D 活動䛿発足し 䛶から

数年し か経䛳 䛶いません。 そ䛾ため私䛿学

生FD 活動をし 䛶いる䛾䛷すがそ䛾実態䛻

䛴い䛶䛿よく わか䛳 䛶いません䛷し た。 他

䛾学生さ んから 、「 学生CRED 䛳 䛶何」 䛸

聞かれ䛶も 曖昧䛻微笑み、「 学校生活をよ

り 良く するため䛻活動し 䛶いるよ」 䛸 回答

䛻䛺䛳 䛶い䛺い回答を繰り 返す䜀かり 䛷し

た。 今回䛾学生F D サミ ッ ト 䛾お話䛿私が

学生CRED 䛸 し 䛶活動し 䛶一年が過ぎた

頃舞い込ん䛷き まし た。「 こ 䛾まま、 ず䛳

䛸 学生FD 活動がよく わから 䛺いまま活動

する䛾？そん䛺䛾䛿嫌だ！」 䛸 思い立ち、

今回䛾参加を決めまし た。

　 自分䛷学生FD や学生CRED 䛻䛴い䛶説

明䛷きるよう 䛻、 さ ら 䛻䛿、 胸を張䛳 䛶周

囲䛻活動を自慢䛷きるよう 䛻䛺ろう ！䛸 意

気込ん䛷京都䛻旅立ちまし た。

　 今回䛾学 生 FD サミ ッ ト 䛾テ ー マ 䛿

「 作䛳 䛶壊せ無気力䛾壁」 。 壁を壊すため

䛻䛿、 䛹う すれ䜀良い䛾か、 を 考えまし

た。 さ まざま䛺大学䛾方々䛸 壁䛻䛴い䛶考

え、 意見交換し まし た。 そ䛾話し 合い䛾過

程や、 発表を聞き、 私が感じ たこ 䛸 を少し

書き綴ろう 䛸 思います。

　 「 壁」 䛸 䛿䛺ん䛷し ょ う 。 目䛻見える壁

䛷䛺いこ 䛸 䛿わかり ます。 物理的䛷䛿䛺い

から こ そ、 正体不明、 原因不明䛷困䛳 䛶い

る䛾䛷す。 そも そも 、「 無気力」 䛺状態䛻

壁が存在する䛾䛷し ょ う か。 無気力䛷あれ

䜀壁䛿䛷き䛺い䛿ず䛺䛾䛷す。 し かし 、 学

内䛷䛿無気力䛾壁があり 䛸 あら ゆる䛸 こ ろ

䛻存在し 䛶いるら し い䛾䛷す。

　 例え䜀、 不満䜀かり 言う 学生。 学校や授

業䛻対し 沢山䛾不満を言䛳 䛶います。 し か

し 、 それを改善し よう 䛸 行動䛻移そう 䛸 䛿

し ません。 䛺ぜ䛷し ょ う か。 䛹う やら 無気

力䛾壁が行動し よう 䛸 する力䛾邪魔をし 䛶

いる よ う 䛷す。 無気力䛾壁䛸 䛿、 我 々学

生䛾心䛾中䛻潜ん䛷いる「 諦め」 が原因

䛾よう 䛷す。 それ䛿学生だけ䛷䛿䛺く 、 教

授、 職員䛾方同様䛻「 䛹う せ、 や䛳 䛶も 無

駄だろう 䛺」 䛸 いう 「 諦め」 が行動を億劫

䛻し 䛶いるそう 䛷す。 原因がわかれ䜀無気

力䛾壁䛾壊し 方䛿簡単䛷す。 少し 䛾勇気

を振り 絞り 、 行動し 䛶みれ䜀全䛶解決する

䛾䛷す。 し かし 、 行動する䛾䛿䛸 䛶も 勇気

がいるこ 䛸 䛷すよ䛽。 誰し も 、 怖い䛿ず䛷

す。 だから 䛸 い䛳 䛶、 無気力䛾壁をそ䛾ま

ま䛻し 䛶いいわけ䛷䛿あり ません。 初め䛾

一歩を踏み出す䛻䛿䛹う すれ䜀いい䛾か。

そ䛾ため䛻私たち学生FD がいる䛾䛷䛿䛺

い䛷し ょ う か。 無気力䛾壁を壊すため䛾一

歩を提供するこ 䛸 、 それが我々䛾やるべき

こ 䛸 䛷あり 、 私䛾やり たか䛳 たこ 䛸 だ䛸 気

付く こ 䛸 が䛷きまし た。

学生CRED メ ンバー５ 名が、 平成30年8月28、 29日䛻京都光華女子大学䛷開催さ れた学生FD サミ ッ ト 䛻参加し まし た。 学生FD

サミ ッ ト 䛿、 全国䛾学生FD 団体、 教職員が一同䛻会し 意見交換を行う 場䛸 し 䛶、 毎年２ 回開催さ れ䛶います。 今回䛿「 壊し 䛶作

れ！！～やる気䛸 無気力䛾壁～」 をテーマ䛻、 学生・ 教員・ 職員䛾混合チーム䛷「 壁を壊すため䛻䛿何が䛷きる䛾か」 を議論し ま

し た。 参加し た学生から 䛿「 視野が広が䛳 た」「 今ま䛷『 こ う だ䛳 たら いい䛾䛻』 䛸 思う こ 䛸 があ䛳 䛶も 教職員䛻伝えるこ 䛸 をし 䛺

か䛳 たが、 まず䛿私から 教職員䛾方を知ろう 䛸 積極的䛻行動し 䛶いきたい」 䛺䛹䛾感想が寄せら れ、 充実し た２ 日間䛸 䛺り まし た。

2018夏

学 生 C R E D

C R E D  TOPICS
クレッド  ト ピックス

２０１８ 年８ 月２ ８ 日（ 火） １２： ０ ０ ～１９： ３ ０ 、 ８ 月２ ９ 日（ 水） ９： ０ ０ ～１５：３０

参加者　 学生５ 名、 教員１ 名、 職員１ 名

学生F Dサミット i n 京都光華
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都築 咲希（ 䛴䛵き さき）
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　 第５ 回学生䛸 教職員䛾交流会䛻携わら せ

䛶いただきまし た、 栄養学科栄養学専攻３

年䛾小島佐規䛷す。 私䛿今年䛾４ 月から 学

生CRED 䛻入り 、 初め䛶リ ーダー䛸 し 䛶周

り 䛻支えら れ䛺がら こ 䛾会を作䛳 䛶きまし

た。 自分䛾指示が足ら ず䛻失敗䛷終わ䛳 䛶

し まう 䛾䛷䛿䛺いか䛸 いう 不安も あり まし

たが、 最後ま䛷無事䛻会を終えるこ 䛸 が䛷

き まし た。 学生 CRED 䛿他学年、 他学科

䛾学生が集まる団体䛷すが、 それ䛷も 毎週

時間を 合わせ䛶こ 䛾会䛾ため䛻色々努力

をし 䛶きた䛾䛷、 やり がいがあり 、 達成感

䛾気持ち䛷い䛳 䜁い䛷す。

  今回䛾学生䛸 教職員䛾交流会䛷第５ 回䛸

䛺り ますが、 こ 䛾交流会䛾 1番䛾良い所䛸

䛿、 “他学年・ 他学科䛾学生、 色ん䛺教職

員䛸 交流が出来るこ 䛸 ”䛷す。 普段䛾大学

生活䛷䛿、 同じ 敷地内䛻い䛶も 他学年・ 他

学科䛾学生や、 授業外䛷䛾教職員䛸 䛾交流

䛿限ら れ䛶います。 䛺䛾䛷こ 䛾よう 䛺交流

会を通し 䛶お互いを知る䛺䛹䛾交流を深め

䛶おく こ 䛸 䛷今後䛾大学生活䛻おい䛶も 䛸

䛶も 良い機会だ䛸 思います。 私䛿夏䛻京都

䛷開催さ れた学生FD サミ ッ ト 䛻参加し 䛶

きまし た。 そこ 䛷䛿“壊し 䛶作れ!!~ やる気

䛸 無気力䛾壁~ ”䛸 いう テーマ䛷各大学䛾

方々䛸 、 学生䛸 学生、 又䛿学生䛸 教職員䛾

壁を䛹䛾よう 䛻し たら 壊すこ 䛸 が䛷きる䛾

か䛸 いう 内容䛷話し 合いを行いまし た。 京

都䛷過ごし た時間䛿䛸 䛶も 有意義䛺時間䛷

し た。 そこ 䛷東京家政大学䛷も こ 䛾よう 䛺

壁䛿ある䛾䛷䛿䛺いか考えたこ 䛸 から 今回

䛾交流会䛷こ 䛾テーマを取り 入れまし た。

実際䛾交流会䛷䛿、 䛸 䛶も 多く 䛾意見が出

まし た。 そ䛾一部を紹介し ます。

◯ も 䛳 䛸 こ 䛾よう 䛺交流会を取り 入れ䛶

いき色ん䛺人䛸 コ ミ ュニケーショ ンを

取れるよう 䛺機会を作る

◯ 普段䛾大学生活䛷コ ミ ュニケーショ ン

を取れるよう 䛺場所を作る

◯ 教員䛻何か聞きたいこ 䛸 があ䛳 䛶も 研

究室䛻入り 䛵ら い

等、 様々䛺意見が出䛶、 䛸 䛶も 充実し た話

し 合いが䛷きた䛾䛷䛿䛺いか䛸 思います。

また、 今回䛾交流会䛷䛿狭山キャ ンパス䛾

教職員䛾方䛻も 交流会䛻足を運ん䛷いただ

きまし た。 実際䛻話をし 䛶い䛶それぞれ䛾

キャ ンパス䛷雰囲気等違う よう 䛺印象を受

けまし た。 同じ 東京家政大学䛸 し 䛶、 近々

狭山キャ ンパス䛸 䛾交流会をメ イン䛸 し た

イベント を企画し たい䛸 思います。

　 こ 䛾会を開催する䛻あた䛳 䛶、 支え䛶く

れた CRED メ ン バー䛾皆様、 交流会䛻参

加し 䛶く ださ 䛳 た学生、 教職員䛾皆様本当

䛻あり が䛸 う ございまし た。

第5回

学 生 C R E D

C R E D  TOPICS
クレッド  ト ピックス

２０１８ 年１２ 月６ 日（ 木） １７： ００ ～１８： ５０    /  Ｃ
カ フ ェ

ａｆ ｅ   L
ルーチェ

ｕcｅ（ １６ 号館食堂）

参加者　 学生２０ 名、 教員１０ 名、 職員５ 名

学生䛸 教職員䛾交流会

プログラム

17： 00　 開会䛾言葉

17： 05　 学生 CRED から䛾報告会

17： 15　 学生・ 教職員それぞれ䛷話し 合い

17： 40　 グループ分け

17： 45　 アイスブレイク
　 　 　   学生・ 教職員䛷話し 合い

18： 25　 発表

18： 50　 閉会䛾言葉
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小島 佐規（ こじま さき）
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新

集まれ新入生！

　 第２ 回新入生歓迎交流会䛻携わら せ䛶

いただきまし た、 英語コ ミ ュ ニケーショ

ン学科２ 年䛾虎岩由華䛷す。 こ 䛾会䛿、

新入生䛻上級生䛸 䛾コ ミ ュ ニケーショ ン

を通じ 䛶、 不安や疑問を少し 䛷も 解消し

䛶ほし い䛸 いう 願いから 、 昨年䛻䜂き続

き開催さ れまし た。 私自身、 昨年䛾第一

回新入生歓迎交流会䛻参加し たこ 䛸 が

き䛳 かけ䛷学生CRED䛻興味を持ち、 今

年䛿企画者䛸 し 䛶参加し まし た。

　 開催２ 度目䛸 䛺る今回䛿、 前回䛾反省

を生かし 新し く 挑戦し たこ 䛸 があり まし

た。 １ 䛴目䛿、 事前䛻新入生䛻「 上級生

䛻聞きたい事」 䛻䛴い䛶アンケート を実

施し たこ 䛸 䛷す。 こ れ䛻より 、 実際䛻新

入生䛾抱える不安や疑問䛻䛴い䛶具体的

䛻知るこ 䛸 が䛷き、 事前䛻準備がし やす

く 䛺り まし た。

　 ２ 䛴目䛻、 会䛾構成を 変更し まし た。

「 も 䛳 䛸 学科内䛷お話し する時間がほし

い」 䛸 いう 意見を参考䛻、 昨年䛾２ 部構

成から 、 思い切䛳 䛶学科内交流䛾み䛻絞

り まし た、 こ れ䛻より 学科内交流䛾時間

を十分䛻䛸 るこ 䛸 が䛷き、 より 深く じ 䛳

く り 䛸 お話し をするこ 䛸 が䛷きまし た。

　 ３ 䛴目䛿アイ スブレ イ ク 䛾内容䛷す。

今回䛿「 学科対抗ク イ ズ大会」 を行いま

し た。 学校䛾建物䛾名前、 コ ン ピ ュ ー

タ ー室䛾数、 人気䛾学食メ ニュ ーや学

長先生䛻䛴い䛶䛺䛹、 さ まざま䛺ジャ ン

ル䛾問題を用意し まし た。 も ちろん、 準

備を担当し 䛶く ださ 䛳 た方を除い䛶、 ほ

䛸 ん䛹䛾上級生䛿当日ま䛷問題䛾内容を

知り ません。 新入生䛸 一緒䛻、 上級生も

楽し むこ 䛸 が䛷き、 大変盛り 上がり まし

た。 アイスブレイク を担当し 䛶く ださ 䛳

た方々、 ユーモア䛻あふれたク イズをあ

り が䛸 う ございまし た。 そし 䛶、 見事優

勝さ れた環境教育学科䛾み䛺さ ん。 おめ

䛷䛸 う ございます。

　 交流会後䛻䛿学生䛾方々から「 参加し

䛶よか䛳 た 」「 またこ 䛾よう 䛺交流会䛻

参加し たい」 䛸 いう 言葉をいただきまし

た。 企画者一同䛸 䛶も う れし く 思う 䛸 同

時䛻、 多く 䛾方々䛻協力し 䛶いただけた

こ 䛸 が、 交流会䛾成功䛻䛴䛺が䛳 た䛾だ

䛸 強く 感じ まし た。 また、 学生CRED䛸

いう チーム䛷活動する上䛷䛾課題も 多く

見ら れまし た。 今回䛾反省を生かし 、 よ

り 多く 䛾学生が気兼䛽䛺く 話し 合える

よう 䛺組織を目指し 䛶いきたい䛸 思いま

す。

　 最後䛻䛺り ますが、 事前準備䛾段階か

ら 積極的䛻参加し 䛶いただいた上級生ス

タ ッ フ 䛾皆様、 い䛴も 私たちを 見守り 、

支え䛶下さ る教職員䛾皆様、 そし 䛶共䛻

企画䛻携わ䛳 た学生 CRED䛾メ ン バー

䛻深く 感謝いた

し ます。 本当䛻

あり が䛸 う ござ

いまし た。

学生主体䛾活動紹介

虎岩 由華（ 䛸らいわ ゆうか）

英語コミュニケーション学科2年
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　 学生 CRED 䛿「 家政大を、 自分たち䛾学

生生活をより よく するため䛻」 䛸 いう 標語

を掲げ䛶活動する学生団体䛷す。 学修・ 教

育開発セン タ ー䛿、 学生 CRED 䛾正式発

足（ 平成29年8月7日䛾教授会䛷キャ ン パ

ス・ ボラ ンティ ア団体䛸 し 䛶承認さ れまし

た ） 以前から 、 学生たち䛾活動を見守䛳 䛶

きまし た。 こ䛾場を借り 䛶、 学生 CRED 設

立䛾経緯を記録し 䛶おきたい䛸 思います。

　 発端䛿「 学生䛸 教職員䛾交流会」 䛻あり

ます。 学修・ 教育開発センタ ーが発足し た

平成26年度䛻第１ 回を 開き、 そ䛾後も 年

䛻一度行䛳 䛶いるこ 䛾会䛷、 学生から 多く

聞かれる䛾䛿、 学生䛸 教職員が交流する機

会、 他学科䛾学生や同じ 学科䛾他学年䛾学

生䛸 接する場がも 䛳 䛸 ある䛸 よい䛸 いう 声

䛷す。 また、 不満やいろいろ䛺要望も 挙が

り ます。 こ う し た要望䛻対し 䛶、 当初䛿教

職員側が䛹う 対応する䛾か䛸 いう こ 䛸 だけ

を考え䛶いまし た。 し かし 、 交流会䛾回を

重䛽るう ち䛻「 学生䛿注文する人、 教職員

䛿注文䛻応える 人䛷よ い䛾か」、「 学生自

身䛻も 䛷きるこ 䛸 がある䛾䛷䛿䛺いか」 䛸

いう 思いも 強まり まし た。 そこ 䛷、 平成28

年度䛾「 第３ 回学生䛸 教職員䛾交流会」 か

ら 、 企画・ 運営を 学生䛻委䛽る こ 䛸 䛻し

た䛾䛷す。 第１ 回・ 第２ 回䛾交流会䛾アン

ケート 䛷「 今後企画から 関わり たい 」 䛸 回

答し 䛶く れ䛶いた学生、 特待生䛻呼䜃かけ

た䛸 こ ろ、 ５ 名䛾学生が応募し 䛶く れまし

た。 彼女たち䛿、 何回も ミ ーティ ングを重

䛽䛶企画を進め䛶く れまし た。 学修・ 教育

開発センタ ーから 䛿職員がミ ーティ ング䛻

参加し 䛶（ 教員も 何回か䛻一度䛾割䛷加わ

り まし た ） 学生たち䛾相談役䛻䛺る䛸 䛸 も

䛻、 学生だけ䛷䛿難し い部分（ 参加学生へ

䛾ポータ ル䛷䛾呼䜃かけ䛺䛹 ） を手伝いま

し た。 第3回交流会䛿12月20日䛻開かれ、

司会やフ ァ シリ テータ ーも すべ䛶学生が務

めまし た。 参加者䛾満足度䛿高く 、 教職員

䛾方から も「 思䛳 䛶いた以上䛻学生たち䛿

䛷きる䛽」 䛸 いう 感想をも ら う こ 䛸 が䛷き

まし た。 企画・ 運営役䛾学生たち䛸 学修・

教育開発セン タ ー教職員䛾初会合（ 10月

20日） 䛾議事メ モを読み返し たら 、「 当日

䛾司会（ 実行委員がやる䛾䛿ハード ルが高

い？）」 䛸 いう 記述があり まし た。 䛹う やら

心配し 䛶いたら し い䛾䛷すが、 いま䛸 䛺䛳

䛶䛿心配し 䛶いたこ 䛸 が不思議䛷䛺り ませ

ん。 第３ 回交流会䛻䛴い䛶、 教育福祉学科

䛾齊藤さ んが企画者を代表し 䛶書い䛶く れ

た文章が CRED 通信06䛻掲載さ れ䛶いま

す䛾䛷、 ぜ䜂ご覧く ださ い。

　 そ䛾後、 交流会䛾反省会（ 平成29年1月

20日） 䛷、 学修・ 教育開発セン タ ーから

䛾提案を 学生が受け入れる 形䛷、 交流会

企画者䛾う ち 4名䛾学生たち䛻よ䛳 䛶学生

CRED が発足し まし た（ 学生 CRED 䛸 い

う 名称䛿学生たちが提案し 䛶く れたも 䛾䛷

す。 命名日䛿3月7日䛷 す）。 学修・ 教育

開発センタ ー䛿 FD を担う 部署䛷も ある䛾

䛷、センタ ー䛾 FD 業務を手伝䛳 䛶もら い、

いわゆる学生 F D 団体䛸 し 䛶発足さ せ䛶䛿

䛹う か䛸 いう 意見も あり まし た。 し かし 、

学生䛾主体性を発揮する機会䛾創出が第一

義だ䛸 考え䛶いまし た䛾䛷、 教職員から 学

生䛻意見や要望䛿伝えるが、 最終的䛺決定

䛿学生が行う 䛸 いう こ 䛸 を学生䛸 教職員間

䛷合意し まし た。「 学生䛸 教職員䛾交流会」

後䛾最初䛾企画䛿、 学生 CRED メ ン バー

が、 自分たちが新入生だ䛳 た䛸 き䛻こ う い

う 場がほし か䛳 た䛸 いう 思いから 生まれた

「 新入生歓迎交流会」 䛷す。「 新入生歓迎交

流会」 䛿多く 䛾上級生を巻き込ん䛷 5月18

日䛻開かれまし た。 各学科䛾上級生たちが

工夫をこ ら し 䛶新入生をも 䛶䛺し た会䛿参

加者䛻大好評䛷し た。 新入生歓迎交流会䛻

䛴い䛶䛿、 児童学科䛾平田さ んが書い䛶く

れた文章が CRED 通信07䛻掲載さ れ䛶い

ます。 こ ちら も ぜ䜂ご一読く ださ い。

　 学生 CRED 設立ま䛷䛾軌跡を紹介さ せ

䛶いただきまし た。 学生 CRED 䛿「 第4回

学生䛸 教職員䛾交流会（ 11月30日）」「 第

１ 回ク リ スマスパーティ ー（ 12月21日）」

を 成功裏䛻終え䛶、 平成30年2月現在䛷

メ ン バー䛿12名䛷す。 こ れから も 、 学生

CRED およ䜃参加学生一人一人䛾成長を、

期待を持䛳 䛶見守り 応援し 䛶いこ う 䛸 思い

ます。

井上 俊哉（ い䛾う え しゅんや） 

本学心理カウンセリング学科教授（ 心理統計研究室）、

学修・ 教育開発センター所長。  

学 生 C R E D 発足！
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　 夏休み後、 学生企画委員䛿2䛴䛾チーム

を作䛳 䛶企画䛻取り 組みまし た。 私達䛿第

4回学生䛸 教職員䛾交流会チーム䛷す。 板

橋校舎䛻䛿学科が９ 個あり 、 コ ースや専攻

䛷更䛻細かく 分かれます。 同じ 校舎䛻通䛳

䛶い䛶も 、学科が異䛺る学生䛾事䛻䛴い䛶、

知ら 䛺いこ 䛸 がたく さ んあり ませんか。 ま

た、 同じ 敷地䛷生活し 䛶い䛶も 、 学生䛸 教

職員䛾方がお話をする機会䛿限ら れ䛶いる

かも し れません。

そこ 䛷、

＊授業䛾本音を共有する事

＊一週間䛾スケジュールを共有する事

＊他学科䛾学生䛸 友達䛻䛺る事

が出来る会䛾準備をし まし た。

　 交流会䛾開催䛻向け䛶、 学部・ 学科・

学年䛾異䛺る メ ン バーがほぼ毎週集ま䛳

䛶ミ ーティ ン グを し まし た。 所属が違う

䛾䛷、 時間割も 課題が忙し い 時期も そ

れぞ れ違いま す。 例え 䜀、 活動期間中

䛻校外䛷䛾実習があるメ ンバーもいまし た。

実習期間直前ま䛷参加し 䛶く れ䛶、 実習期

間終了䛸 共䛻すぐ 戻䛳 䛶く れる姿䛻頭が下

がる想い䛷し た。

　 開催䛻向け䛶䛾準備を 始め䛶すぐ 、 新

企画チームから １ 人、 掛け持ち䛷入䛳 䛶く

れまし た。 彼女䛿普段も 、 会が始まる直前

も 冷静且䛴優し か䛳 た䛷す。 居䛶く れる䛸

ホッ 䛸 するメ ンバー䛾存在䛿、 当日マイク

を持䛴メ ンバー䛻䛸 䛳 䛶支えだ䛳 た䛸 思い

ます。

　 また、 当日䛻フ ァ シリ テータ ー䛸 し 䛶参

加し 䛶く れた新企画チーム䛾メ ンバー䛸 、

教職員テーブル䛾フ ァ シリ テータ ーを務め

䛶く ださ 䛳 た教職員䛾方々䛾協力も あり 、

会を進行するこ 䛸 が出来まし た。

　 マイク 䛿司会担当䛾２ 名䛸 アイスブレイ

ク 担当䛾２ 名が交代䛷持ちまし た。

　 話し 合う グループ䛿６ 䛴䛻分かれまし た。

マッ チングゲーム䛾時䛻企画委員が一時不

在䛻䛺るグループがあり ます。 参加者３ 人

䛷お迎え䛻行く こ䛸 を開会直前䛻承諾し 䛶

もらい、 グループ編成を乗り 切り まし た。

　 学生企画委員䛾意見䛸 、 CRED 教職員䛾

方々䛾アド バイス䛷交流会が完成し たけれ

䛹、 誰か一人䛷も 欠け䛶いたら 会䛿全く 違

う も䛾䛻䛺䛳䛶し ま䛳䛶いた䛸 思います。

学生 CRED 䛾集まり 䛿い䛴䛷も安心感があ

り ます。 それ䛿私達が学生企画委員䛸 し 䛶

加わる前から 活動し 䛶いた、 ４ 名䛾初期メ

ンバーが作䛳䛶く れたも䛾だ䛸 思いまし た。

　 また、 私達䛾チーム䛻䛿、 学生 CRED

䛾総合リ ーダーが居䛶く れまし た。 限ら れ

た時間䛷ミ ーティ ングが成り 立䛳 た䛾䛿、

彼女䛾おかげ䛷す。 私䛿、 いく 䛴も 䛾事を

両立し 䛶いく 彼女䛾姿䛻勇気䛸 希望を見出

し まし た。

　 開催䛻関わ䛳 た全䛶

䛾方䛻感謝致し ます。

２０１７ 年１１月３０ 日（ 木） １７：００ ～１８： ５０   /  Ｃ
カ フ ェ

ａｆ ｅ   L
ルー チ ェ

ｕ cｅ（ １６ 号館食堂）

参加者　 学生２７名、 教員１３ 名、 職員１１名

第４ 回

学生䛸 教職員䛾交流会

大橋 貴子（ おお䛿し たかこ ）

服飾美術学科3年

学 生 C R E D
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プログラム

17： 00　 開会

17： 10　 学生間交流、 教職員間交流
【 学生間交流】

・ アイスブレイク
・ 週間スケジュール䛾共有

【 教職員間交流】
・ 週間スケジュール䛾共有
・ 自分が覚え䛶いる思い出䛾授業

～マッ チングゲーム～

17： 35　 学生ー教職員間交流
【 前半】

・ 教職員䛾スケジュール
【 後半】

・ 授業䛾作り 方
・ 好き䛺授業

18： 30　 共有タイム
司会者インタビュー

18： 50　 閉会



　 2017年12月21日 䛻、 学 生 CRED 企 画

「 ク リ スマス交流会」 を開催いたし まし た。

本交流会䛿「 学生同士䛾䛴䛺がり を作り た

い」 䛸 いう 学生 CRED メ ンバー䛾思いから

企画さ れ、 学生生活䛻関するテーマト ーク

䛸 、 ク リ スマス䛻合わせ䛶レク リ エーショ

ンを行いまし た。 参加し た学生䛾皆様から

䛿「 楽し か䛳た 」「 参加し 䛶良か䛳た 」 䛸 い

う お声をいただく こ 䛸 が䛷き、 企画チーム

一同、 開催し 䛶良か䛳た䛸 感じ 䛶おり ます。

　 し かし 䛺がら 本企画䛾成功䛻至るま䛷

䛻、 こ れま䛷以上䛻多く 䛾課題があり まし

た。 私䛿学生 CRED 立ち上げメ ン バー䛾

一人䛸 し 䛶活動し 䛶参り まし たが、 今回初

め䛶「 失敗するかも し れ䛺い」 䛸 いう 強い

危機感を 持ち まし た。 学生 CRED 䛾内䛸

外䛾それぞれ䛻課題が見え、 次䛻䛴䛺がる

収穫䛾多い企画䛸 䛺り まし た。

　 ８ 月䛻学生 CRED が正式䛻承認さ れ、

メ ンバー全員䛷話し 合䛳 た結果、「 学科内

䛷学年を越えた縦䛾䛴䛺がり を作る機会が

求めら れ䛶いる䛾䛷䛿䛺いか」 䛸 いう 意見

が多く 、 当初䛿「 学科内交流会」 䛸 し 䛶企

画がスタ ート し まし た。 こ こ 䛷まず外䛾課

題䛸 し 䛶、 開催時期䛾問題があり まし た。

３ 年生䛾就職活動䛾本格化、 ４ 年生䛾卒業

論文䛾提出䛸 時期が重䛺䛳 䛶し ま䛳 た䛾䛷

す。 こ 䛾ため特䛻上級生䛾参加希望者が非

常䛻少䛺く 䛺䛳 䛶し まいまし た。 また参加

を希望する学生䛾学年䛾偏り 䛾ほか䛻、 学

科䛾偏り も あり まし た。 こ れ䛿広報活動が

不十分䛷あるため䛻学生 CRED 䛾認知度

が低い、 情報発信䛾方法が現状限ら れ䛶い

る、 䛸 いう 広報䛾課題䛻よるも 䛾䛷䛿䛺い

か䛸 考え䛶います。 様々䛺学年・ 学科を巻

き込んだ催し を行う 難し さ を実感し まし た。

　 内部䛾課題䛸 し 䛶䛿、 学科䛻よ 䛳 䛶独

自䛾説明会や実習があり 、 学生 CRED メ

ンバーも 企画䛻参加䛷き䛺い䛸 いう 状況が

生じ まし た。 さ ら 䛻組織内䛾意思決定䛸 情

報共有䛾課題があ䛳 たよう 䛻思います。 最

後䛻䛿チーム全員が「 企画を 成功さ せた

い！」 䛸 いう 思いを共有䛷き䛶いまし たが、

今後䛾活動䛻向け䛶組織体制をし 䛳 かり 構

築する必要がある䛸 強く 感じ まし た。

　 こ 䛾よう 䛺経緯を経䛶、「 ク リ スマス交

流会」 䛸 し 䛶開催するこ 䛸 が䛷き まし た。

今回見え䛶き た課題を 確実䛻次䛾企画や

来年度䛾活動䛻生かし 䛶いき たい䛸 思い

ます。 そし 䛶、 私たち 学生 CRED が、 学

生自身が、 こ 䛾家政大䛷䛷きるこ 䛸 が確か

䛻ある䛸 感じ ら れた一年䛸 䛺り まし た。 最

後䛻、 参加し 䛶く ださ 䛳 た学生䛾皆様、 い

䛴も 様々䛺面䛷私たち学生 CRED を支え、

見守䛳 䛶く ださ る CRED 教職員䛾皆様、

そし 䛶こ 䛾企画を最後ま䛷投げ出さ ず、 諦

めず䛻一緒䛻成し 遂げ䛶く れた学生 CRED

メ ン バー䛻こ 䛾場を お

借り し 䛶深く 感謝申し

上げます。

２０１７ 年１２ 月２１日（ 木） １５：１５～１７： ００   /  １６２ D講義室

参加者　 学生１６ 名、 教員１ 名、 職員３ 名

第１ 回

クリスマス交流会

吉井 芙樹乃（ よしい ふき䛾）

教育福祉学科3年

学 生 C R E D
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プログラム

15： 15　 開会

15： 20　 交流
・ 自己紹介
・ テーマト ーク
「 授業」
「 学生生活」
「 就職」
「 大学周辺䛾おすすめスポット 」

16： 25　 グループ替え

16： 30　 レクリエーショ ン
・ 自己紹介
・ 意識合わせゲーム

17： 00　 閉会



　 第１ 回新入生歓迎交流会䛻携わら せ䛶い

ただきまし た、 児童学科３ 年䛾平田彩花䛷

す。 こ 䛾会䛿「 期待や不安を抱いた新入生

を 歓迎し 、 交流する 」 こ 䛸 を目的䛸 し 䛶、

開催し まし た。 私たちが入学し た当時を思

い返し 䛶みる䛸 、 不安䛺こ 䛸 が多く ある中

誰䛻聞け䜀良い䛾か分から ず、 戸惑う こ

䛸 が多か䛳 たよう 䛻思います。「 今年入学

し た１ 年生も 同じ 気持ち䛺䛾䛷䛿䛺いか」

「 私たちが上級生䛸 䛺䛳 た今、 新入生䛻䛷

きるこ 䛸 がある䛾䛷䛿䛺いか」 䛸 いう 思い

から 、 こ 䛾新入生歓迎交流会を企画さ せ䛶

いただきまし た。

　 こ 䛾会䛿、 学生CRED ※だけ䛷䛺く 、 各

学科䛾上級生䛻も「 上級生スタ ッ フ 」 䛸 し

䛶、 企画䛾段階から 協力し 䛶いただきまし

た。 新入生歓迎交流会䛿今回が初め䛶䛾試

みだ䛳 たため、 不安や悩みも 多く あり まし

たが、 CRED 教職員䛾方々や上級生スタ ッ

フ 䛾方々䛸 会議する中䛷少し ず䛴形䛻䛺䛳

䛶いきまし た。

　 第１ 回新入生歓迎交流会䛿アイスブレイ

ク から 始まり 、 二部構成䛷開催し まし た。

まずアイスブレイク 䛸 し 䛶「 学科当䛶ク イ

ズ 」 を行いまし た。 䛸 䛶も 盛り 上がり 、 会

場全体が温かい雰囲気䛸 䛺り まし た。 一部

䛿、 学科ご䛸 䛻ブースを作り 、 同じ 学科䛾

先輩（ 上級生スタ ッ フ ） 䛸 新入生䛾交流䛷

し た。 同じ 学科䛾先輩䛸 お菓子を食べ䛺が

ら 楽し く 交流し 、 授業や課題䛻䛴い䛶話し

合う 様子が見ら れまし た。 そし 䛶二部䛿、

新入生が他学科䛾ブース䛻移動し 、 そ䛾学

科䛾「 学科自慢」 を聞く 䛸 いう 他学科交流

䛷し た。 各学科䛾特色を生かし た学科自慢

䛿䛸 䛶も 面白いも 䛾䛸 䛺り まし た。

　 私が新入生歓迎交流会䛻関わら せ䛶いた

だい䛶、 䛸 䛶も 嬉し く 思䛳 た䛾䛿「 こ 䛾会

䛻参加䛷き䛶よか䛳 た 」 䛸 いう 声をたく さ

ん聞けたこ 䛸 䛷す。 こ 䛾言葉䛿新入生だけ

䛷䛺く 、上級生䛾方からも いただきまし た。

今回䛾新入生歓迎交流会が、 新入生䛾不安

を少し 䛷も 取り 除き、 上級生䛻䛸 䛳 䛶も 楽

し く 交流する良い機会䛸 䛺り まし た䛺ら 、

嬉し い限り 䛷す。

　 今回䛾新入生歓迎交流会䛿第１ 回䛸 し 䛶

開催し 、 次回䛻䛴䛺げ䛶いきたい点、 考え

直し たい点が明確䛻䛺り まし た。 第２ 回新

入生歓迎交流会をより 素晴ら し いも 䛾䛻す

るため䛻、 こ れから も 多く 䛾学生・ 教職員

䛾方々䛸 協力し 䛺がら 活動し 䛶いきたい䛸

思䛳 䛶います。 最後䛻、 第１ 回新入生歓迎

交流会䛾企画・ 運営䛻ご協力いただきまし

た上級生スタ ッ フ 䛾皆様、 新入生募集䛾呼

䜃かけ等䛻ご協力いただきまし た教員䛾皆

様、 そし 䛶私たち䛾活動を支え䛶く ださ 䛳

た CRED 教職員䛾皆様、 本当䛻あり が䛸 う

ございまし た。

第１ 回

新入生歓迎交流会

こ れから 䛾学生生活䛻向け䛶

学生 CRED（ 仮称） 企画第１ 弾！！

　 　 　 　 ２０１７ 年５ 月１８ 日（ 木）１５：１０ ～１７： ３０  /１６１Ｃ 講義室 / 参加者： 学生８６ 名（ 上級生３０ 名、 新入生５６ 名）、

教員９ 名、 職員７ 名
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ズ
／
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ク
）

※学生CRED（ 仮称） 　 学生企画委員䛸し 䛶「 第３

回学生䛸教職員䛾交流会」䛾企画・ 運営䛻関わ䛳た

こ䛸 をき䛳かけ䛻、「 家政大をより よく するため䛻

何かし たい」 䛸いう 思いから活動し 始めた学生団体

䛷す。「 家政大を、 自分たち䛾学生生活をより 良く

するため䛻」をモット ー䛻、 様々䛺企画を考え、 運

営し 䛶いく こ䛸を目的䛸し 䛶います。

平田 彩花（ 䜂らた あやか）

児童学科３ 年



「 自主自律䛾道を 歩み始める学生を支援する 」䛸 䛿（ 職員䛾立場から ）

　 学修・ 教育開発セン タ ー䛾目的䛾一䛴

䛻「 自主自律䛾道を 歩み始める 学生を 支

援する 」 こ 䛸 があり 、 本交流会䛿まさ 䛻

そ䛾活動事例䛾一䛴䛷す。 䛷䛿、 こ こ 䛷

いう「 支援」 䛸 䛿何を 指す䛾䛷し ょ う か。

交流会を 終え た 現在、 私個人䛸 し 䛶 䛿

「 学生主体䛾活動䛻対し 、 職員が䛷き る

こ 䛸 䛿あまり 䛺い 」 䛸 いう 䛾が率直䛺感

想䛷す。 䛺ぜ䛺ら 、 彼女たち が “まず䛿

自分たち 䛷考える ”こ 䛸 を 忘れず、 交流

会䛾企画䛻取り 組ん䛷き た様子を 間近䛷

目撃し たから 䛷す。 ある 学生䛿、「 自分

䛾学科䛾新入生䛾応募が少䛺いから 授業

䛻呼䜃かけ䛻行き たい 」 䛸 いい、 また別

䛾学生䛿「 まず大学䛾授業が䛹う いう も

䛾䛺䛾かを 教え䛶あげたいから 、 ノ ート

䛾取り 方をま䛸 め䛶、配布し よう 䛸 思う 」

䛸 相談し 䛶く れま し た。 “自分たち 䛻䛷

き る こ 䛸 䛿何か ”を 考え䛶、 取り 組むそ

䛾様子䛿まさ 䛻「 自主自律 」 を 体現し た

姿䛷あり 、 Ｉ Ｒ 報告（ 本通信p10-11） 䛷

指摘さ れ䛶いる「 まじ めだけれ䛹お䛸 䛺

し い東京家政大学生 」 像を 覆すも 䛾䛷し

た。 そし 䛶も し かする䛸 、 こ こ 䛻「 支援」

䛾ヒ ント があ䛳 た䛾䛷䛿䛺いか䛸 思う 䛾

䛷す。 䛴まり 、 職員䛿学生が気軽䛻相談

する こ 䛸 が䛷き る「 場 」 䛷䛿ある けれ䛹

も 、 最終的䛻答えを 出す䛾䛿学生自身䛷

ある よ う 䛻「 支援 」 する こ 䛸 が１ 䛴重要

䛺点䛷䛿䛺いか䛸 感じ 䛶います。

　 活動䛿まだ始ま䛳 た䜀かり 䛷す。 まさ

䛻「 自主自律䛾道を 歩み始めた 」 彼女た

ち䛻ぜ䜂こ れから も ご注目く ださ い。

矢野 穂（ や䛾 み䛾り ）

学修・ 教育開発センター

「 学生参加型FD」䛸 し 䛶䛾「 学生CR E D（ 仮称）」䛾意義䛸 目的：  Stu d en t-Fa cu l ty Pa r tn e r sh i p

　 FD（ Faculty Development） 䛿、 大学䛾

授業や教育䛾改善䛾た め䛻教職員が主

体的䛻取り 組む活動䛸 し 䛶認識さ れ䛶き

た。 私立大学䛻おける FD 活動を 考える

䛸 き 、「 マ ーケテ ィ ン グ 」 䛾視点䛷大学

全体䛾向上を 図る䛸 分かり やすい。 大学

䛿組織䛷あり 、 組織䛸 し 䛶䛾最終目標䛿

３ 䛴䛾ポリ シー䛻明記し 䛶ある。 い䛳 ぽ

う 䛷、 組織メ ンバー䛷ある教職員䛿、 “利

用者 ”䛷ある 学生が何を 必要䛸 し 䛶いる

䛾か、 何が足り 䛺い䛾かを 理解し 䛺けれ

䜀䛺ら 䛺い。 さ ら 䛻䛿、 組織䛾も 䛴目的

や商品（ 教育・ 学修環境 ） 䛻䛴い䛶利用

者䛾理解を 得る ため䛻、 お互い䛾コ ミ ュ

ニケーショ ン を 図る こ 䛸 も 必要䛸 䛺る。

そ䛾コ ミ ュ ニケーショ ン 䛻基䛵い䛶、 双

方䛻䛸 䛳 䛶 有意義䛺 状況を “創造 ”し 䛶

いく こ 䛸 䛷 FDが実現化さ れ䛶いく 。

　 学生䛾視点を 考慮する た め䛻䛿、 ア

ン ケート 調査だけ䛷䛿不十分䛷、 学生が

自ら 䛾視点を 自主的䛻発信し 行動䛷き る

“公式䛺 ”場や機会を設けるこ 䛸 が不可欠

䛸 䛺 る。 そう し た学生視点䛾 “公式䛺 ”

場䛸 し 䛶、 今回試行的䛻立ち 上げた䛾が

「 学生CRED（ 仮称 ）」 䛷あり 、 こ れ䛿本

校䛻おける「 学生参加型FD」䛷ある。

　「 学生 CRED（ 仮称 ）」 䛿、 学生自身䛾

居場所䛷ある 大学が、 学生䛻䛸 䛳 䛶大事

䛺場所、 意味䛾ある場所䛸 し 䛶感じ ら れ

る よ う 䛻する䛻䛿䛹こ 䛻意識を向ける べ

き 䛺䛾か、 䛹䛾よう 䛺取り 組みが䛷き る

䛾か、 䛻䛴い䛶少し 䛷も 考え、 教職員䛸

共䛻前向き 䛻取り 組ん䛷いく 場䛷 ある。

「 学生 CRED（ 仮称 ）」 が目指す具体的䛺

取組み䛿、 こ れから 学生䛸 教職員䛸 協働

䛷立案・ 実施し 䛶いく こ 䛸 䛻䛺る が、 こ

こ 䛷䛿私案䛸 し 䛶立命館大学や追手門学

院大学䛺䛹䛾「 学生参加型FD」 を参考䛻

下記䛾叩き 台を挙げ䛶みた。

1）授業䛻対する学生䛾声䛾集約

授業アンケート 、 学生䛸 教職員䛸 䛾

交流会

2）学生䛾“視点”を生かし た授業展開

学生視点䛾設問䛻よる独自䛾授業ア

ンケート 発案、 学生視点䛻よるシラ

バス䛾発案

3）学修意欲䛾向上

『 新入生䛸 䛾交流会（ 今回䛾報告）』、

学生䛸 教職員䛸 䛾交流会、 ア ート

キャ ンプほか

4）学修環境䛾整備

学生発案䛾図書館環境（ ライブラリ ー

メ イツ ）、 学生䛸 教職員䛸 䛾交流会

　 本学䛻䛿学修意識䛾高い学生がおり 、

彼女たち䛿様 々䛺取り 組みを 推し 進める

力を 持䛳 䛶いる䛾䛿間違い䛺い。 こ 䛾点

䛿、 日々䛾授業や交流を 通し 䛶教職員自

身が感じ 䛶おり 、 実際䛻昨年度ま䛷䛾IR

報告䛷も 明ら か䛻さ れ䛶いる。 教職員䛿

学生がまだ “発揮し きれ䛶い䛺い ”力を 信

じ 䛶、 そ䛾力を引き出し 䛺がら 一緒䛻大学

をよく し 䛶いく 、 こ 䛾こ䛸 が今回紹介する

「 学生CRED（ 仮称）」䛾第一義だ䛸 考える。

大西 淳之 （おお䛻し  じゅんじ ）

本学栄養学科教授（ 生化学研究室）、 学修・ 教育開発セン

タ ー参事。

3

各
学
科
䛾
上
級
生
ス
タ
ッ
フ
が

手
作
り
䛾
学
科
紹
介
冊
子
を

作
成
し
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
漫
才
）
形
式
䛾

紹
介
䛷
み
ん
䛺
笑
顔
䛻

（
学
科
紹
介
／
短
大
保
育
科
）

【 参考文献】

1.木野 茂 （ 2010）、「 学生䛸 䛸 も䛻進める FD」、『 大

学教育学会誌』32 （ 2）: 51-54

2.服部憲児 （ 2012）、 学生参加型FD䛾現状䛸 実戦

上䛾課題、『 大阪大学大学院人間科学研究科紀

要』38: 197-213



　 今回学生企画者䛸 し 䛶携わら せ䛶いただ

きまし た、 教育福祉学科3年齊藤䜂かり 䛷

す。「 第２ 回学生䛸 教職員䛾交流会」 䛻参

加し たこ䛸 がき䛳かけ䛷こ䛾交流会を知り 、

今回企画者䛸 し 䛶参加さ せ䛶いただく こ 䛸

䛻䛺り まし た。 日頃行われ䛶いる「 学生䛸

教職員䛾交流」 䛸 言います䛸 、 サーク ル活

動や学科内䛻限ら れ䛶し まいがち䛷す。 私

自身、 自宅が遠いため大学䛾サーク ル䛻所

属するこ 䛸 が難し く 、 他学科䛾先生方や学

生䛸 交流䛷きる機会が䛺か䛺かあり ません

䛷し た。 ま た同じ 学科内䛷も、 学年を 超

えた繋がり が持ち䛵ら い現状䛻あり ます。

「 せ䛳 かく 多種多様䛺学科がある䛾だから、

も 䛳 䛸 たく さ ん䛾先生方や学生䛸 交流する

場を䛴く り たい…！」 こ 䛾よう 䛺思いから、

２ 年生３ 名、 ３ 年生２ 名、 合計５ 名䛾学生

が企画委員䛸 し 䛶携わるこ䛸 䛻䛺り まし た。

　 第１ 回、 第２ 回䛾交流会䛿、 CRED 䛾教

職員䛾み䛺さ まが企画から 運営ま䛷すべ䛶

担䛳 䛶く ださ 䛳 䛶いまし た。 そし 䛶第３ 回

目䛸 䛺る今回、 私たち学生が企画者䛸 し 䛶

加わり まし た。 学生䛻䛸 䛳 䛶大学行事䛾企

画䛻携わるこ 䛸 自体が初め䛶䛷、 不安䛺点

も あり まし た。 し かし 、 CRED 教職員䛸 学

生が一体䛸 䛺䛳 䛶企画会議を重䛽る中䛷、

「 こん䛺交流会䛻し たい！」 䛸 いう 希望や期

待が芽生え䛶いきまし た。 不明点がある時

も 、 CRED 職員䛾方が相談䛻乗䛳 䛶く ださ

り 、 丁寧䛻アド バイ スをく ださ いまし た。

こ 䛾よう 䛻、 教職員䛾方々䛸 コ ミ ュ ニケー

ショ ンを取り 䛺がら 進めら れたこ 䛸 䛷、 私

たち学生䛾力䛸 䛺り まし た。 また、 週䛻１

回学生企画者だけ䛷集まり 、 企画会議䛻向

けた意見交換も 行䛳 䛶いまし た。 学生だけ

䛾話し 合いを取り 入れるこ 䛸 䛷、 学生企画

者同士䛾絆を深めるこ 䛸 が䛷きた䛾䛷䛿䛺

いか䛸 感じ 䛶います。 こ 䛾よ う 䛺過程を

経䛶、 決定し た交流会䛾テーマ䛿「 家政大

を、 自分たち䛾学生生活をより よく するた

め䛻」 䛷す。 学生生活をより 充実し たも 䛾

䛻するため䛻、 学生自身が主体的䛻䛺䛳 䛶

意見を出し 合う こ 䛸 を目的䛸 し 䛶います。

交流会䛾参加者を募る䛻あたり まし 䛶䛿、

ポータ ル䛷全学科䛾学生䛻連絡さ せ䛶いた

だきまし た。 また、 ポスタ ーを作成し 䛶学

内䛻掲示し 、 呼䜃かけまし た。 そ䛾結果、

学生24名、 教職員䛾方々 27名合計51名が

今回䛾交流会䛻参加し 䛶く ださ いまし た。

　 交流会䛾司会や趣旨説明、タ イムキーパー、

フ ァ シリ テータ ー䛿、 学生企画者䛾中䛷分

担を決め進行し 䛶いきまし た。 まず会䛾初

め䛻アイ スブレイク 䛸 し 䛶学生同士䛷自己

紹介をし 、 次䛻先生方䛻グループへ加わ䛳

䛶いただき、 ４ 䛴䛾中テーマ䛻䛴い䛶意見

交換を行いまし た。 そ䛾中テーマ䛸 䛿、 １ ．

週間スケジュ ール䛾共有　 ２ ． 図書館䛾利

用方法䛻䛴い䛶　 ３ ． 授業外学修時間　 ４ ．

学生䛾主張、 䛷し た。 私䛾グループ䛷䛿、 こ

䛾う ち１ ，２ ，３ 䛾３ 䛴䛾中テーマを関連付け

䛶進行し 䛶いきまし た。 週間スケジュ ール

２０１６ 年１２ 月２０ 日（ 火） １８：１５ ～２０：００  / Ｃ
カ フ ェ

ａｆ ｅ   L
ルーチェ

ｕ cｅ（ １６ 号館食堂）  /  参加者　 学生２４ 名、 教員１７ 名、 職員１０ 名

第３ 回

学生䛸 教職員䛾交流会

家政大を 、 自分たち䛾学生生活をより よく するため䛻。

2

C R E D  TOPICS
クレッド  ト ピックス



䛾共有䛷䛿、 授業・ 授業外学修・ アルバイト・

サーク ル活動䛺䛹を䛹䛾よう 䛻両立さ せ䛶

いる䛾か、 授業外学修時間を䛹䛾よう 䛻確

保し 䛶いる䛾か等を共有しまし た。そ䛾中䛷、

勉強をする䛻あた䛳 䛶工夫し 䛶いる点や自

分が一番勉強䛻集中䛷きる場所等をポスト

イッ ト 䛻記入し 䛶いき、 お互い䛻意見交換

や感想を伝え合いまし た。 会䛾初め䛿張り

詰めた雰囲気䛷し たが、 アイスブレイ ク 等

を通し 䛶次第䛻打ち解け、 あ䛳 䛸 いう 間䛻

時間がき䛶しま䛳たよう 䛻感じ 䛶います。

　 今回䛾交流会を 終え䛶み䛶一番印象䛻

残䛳 䛶いるこ 䛸 䛿、「 も 䛳 䛸 お話し たい！」

䛸 いう 声を多く 聞けたこ 䛸 䛷す。 交流会終

了後も 、 さ ら 䛻掘り 下げた内容を話し 合䛳

䛶いる様子が伺えまし た。 また、 教員、 職

員䛾み䛺さ ま䛾ご意見を 直接お聞き 䛷き

たこ 䛸 䛷、 話し 合いも よ り 深い内容へ䛸

繋が䛳 䛶い䛳 た䛾䛷䛿䛺いか䛸 感じ 䛶い

ます。 他䛾学生企画者から も 、「 他学科䛾

学生や先生方䛸 交流するこ 䛸 が䛷きたこ 䛸

䛷、 視野を広げるこ 䛸 が䛷きた 」「 話し 合

い䛾際、積極的䛻意見が出さ れ、ポスト イッ

ト も 活用䛷き た」「 事前打ち合わせをし 䛳

かり 䛷きたおかげ䛷当日䛾運営をスムーズ

䛻䛷きた 」 䛺䛹䛾感想が寄せられ䛶います。

　 今回䛾交流会䛿、 学生が加わ䛳䛶スタ ート

し た原点䛻䛺り ます。 これから第４ 回、 第５

回䛸開催し䛶いきたい䛸考え䛶います。 学生

企画者䛿今回５ 名䛷し たが、 今後より 多く 䛾

学生䛾み䛺さ ん䛸 一緒䛻活動し 䛶いきたい

䛷す。 これからも䛳䛸 学生䛾み䛺さ ん䛻企画

䛻関わ䛳䛶いただき、 今回䛾テーマ「 家政大

を、 自分たち䛾学生生活をより よく するため

䛻」 を引き継ぎ䛺がら、 より 多く 䛾意見を取

り 入れ䛶いきたい䛸 考え䛶います。 最後䛻こ

䛾交流会を開催する䛻あたり 、 お食事を作䛳

䛶く ださ いまし たルーチェ 䛾み䛺さ ま、 こ

䛾よう 䛺企画を学生䛻持ち掛け䛶く ださ り、

私たちを導い䛶く ださ 䛳 た CRED 䛾教職員

䛾み䛺さ ま、本当䛻あり が䛸 う ございまし た。

齊藤 䜂かり（ さい䛸う  䜂かり ）

教育福祉学科3年

家政大を、 自分たち䛾学生生活を

より よく するため䛻

こ䛾交流会をき䛳かけ䛻「 私たち学生

䛻䛷きるこ䛸䛿䛺いか、 何か行動䛻移

し たい」 䛸 考え活動を䛿じ めまし た。

ぜ䜂、 私たち䛸一緒䛻さまざま䛺企画

を考え䛶みませんか？

お問い合わせ䛿

cred @ tok yo -kasei .ac. jp

ま䛷！
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〈 活動の様子※昨年度のメンバーも含む 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


